
令和 4年 10月 8日 出雲農林高校図書館だより 

 

  IZUNO LIBRARY LETTER 10 

出農図書館で「魂を耕す本」との出会いを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

読書の秋を満喫しよう 
今年の図書委員会の目標は「本の虫になって本をたくさん読もう！」です。 

この秋は図書館イベントに参加して本の虫になろう！ 

① 右の空いているマスを 0～9 の好きな数字で埋めよう 

② 図書館でマス内の数字から始まる分類の本を借りる

と、そのマスにスタンプが押されるよ 

③ ビンゴを達成するとオリジナル貸出カード、雑誌の付

録などの景品がもらえるよ！ 

 

 

 

 ビブリオバトル校内大会 

読書ビンゴ 

10 月 24 日（月）15：50～16：50 図書館にて開催 

 
  

【ビブリオバトル公式ルール】 

① 発表者（バトラー）が読んで面白いと思った本を持って集まる 

② 順番に一人５分間で本を紹介する 

③ それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関するディスカッションを２～３分間行う 

④ 全員の発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票を参加者全員で行い、

最多票を集めたものを「チャンプ本」とする 

     

 

 

 「自分の好きな本を紹介する」 最初はすごく勇気が必要なことだけど 

その〝好き″を伝えられるのはその本が〝好き″なアナタだけです！ 

昨年の参加者からの 

メッセージ 
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編集後記  

本の虫が主人公の物語はいろいろありますが、読むことに熱中する様子は読んでいて気持ちが良いです。本の虫ってなろうと思ってなれるも

のでもないかもしれませんが、この秋は本を読むことに没頭してみませんか。 
 

発行：島根県立出雲農林高等学校図書館 令和 4 年 10 月 8 日  

掬えば手には 

瀬尾まいこ／著 講談社 

梨木匠は平凡なことがずっと悩みだった。ところが、中学３年生のときに、エス

パーのように人の心を読めるという特殊な能力に気づく。大学生になった匠だ

が、バイト先で出会った常盤さんは、心を開いてくれない。常盤さんは辛い秘密

を抱えていたのだった。だれもが涙せずにはいられない、切なく暖かい物語。 

おうちに不要な本はありませんか 

農業祭の図書委員会の企画で「チャリティ古本市」を開催します。おうちで読み終わった本で提供いただける本

がありましたら、図書館までお持ちください。農業祭当日も会場で受け付けています。ご協力お願いいたします。 

秋の夜長にこんな本はいかが 

「久しぶりに本を読んで泣いた！」と環境 Y先生もおすすめの 1冊です 

電子書籍を読んでみる 

出農生のための電子図書館 

IZUNO DIGITAL LIBRARY 

 

1000冊の本が読み放題！ 

School e-Library 

希望者にのみ ID/PW を配布しています。 

申し込みは図書館またはＱＲコードから 

電子図書館でよく読まれている本 

世界が広がる推し活英語 

劇団雌猫／監修 学研プラス        


